
事 務 連 絡 
令和３年３月３１日 

 
各都道府県教育委員会指導事務主管課 御中 
 

文部科学省総合教育政策局国際教育課 
 

「高等学校等におけるオンライン国際交流の事例」の 
文部科学省ホームページにおける公表について 

 

平素より文部科学行政に対し御理解御協力賜り厚く御礼申し上げます。 

今般の新型コロナウイルス感染症の影響により、現時点においても、日本人高校生等が海外に

留学することは難しい状況が続いております。このような中、各自治体や高等学校等において、

ICT の活用によるオンラインでの国際交流を行う等、生徒の異文化理解や国際的視野の涵養に資

する取組みが行われております。 

このたび、文部科学省では、各自治体や高等学校等の協力を得て、全国で行われているオンラ

イン国際交流事例を収集し、文部科学省ホームページに公表しましたので、お知らせいたします。

全国の事例を、「姉妹校・提携校等との国際交流」、「姉妹校等以外の学校との国際交流」、「海外の

高等教育機関との国際交流」、「日本在住留学生との国際交流」、「姉妹都市提携に基づく国際交流」

及び「その他」の６種類に分類し、それぞれについて事例をまとめております。 

（文部科学省ホームページ） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/koukousei/1323960.htm 
 また、全国の事例のうち、特に特徴的な事例につきましては、添付のとおりまとめております。

たとえば、オンラインとオフラインを組み合わせたハイブリッド型の取組みや、SDGsに関する議

論や発展途上国支援につながる取組み、文部科学省事業「アジア高校生架け橋プロジェクト」の

招聘生との来日前からの交流の取組み等、様々な特色のある事例を御紹介しております。 

 各都道府県教育委員会におかれましては、事例収集に御協力賜り厚く御礼申し上げます。本件

につきまして、貴教育委員会より学校種別毎の担当課にお知らせいただきますとともに、所管又

は所轄の学校に対し周知いただき、貴自治体又は高等学校等の国際交流活動に際しお役立ていた

だきますようお願いいたします。 

 

（添付資料：全国の事例のうち、特に特徴的な事例）  

「高等学校等におけるオンライン国際交流の事例」 

 

 

 
【本件担当】 

文部科学省総合教育政策局国際教育課 
国際理解教育専門官  塚 田 
国際理解教育係    飯 名 

電話： 03-6734-3487 

E-mail： kouryu@mext.go.jp 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/koukousei/1323960.htm


新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

より
、現

時
点

に
お

い
て

も
、日

本
人

高
校

生
等

が
海

外
に

留
学

す
る

こと
は

難
しい

状
況

が
続

い
て

い
ま

す
。こ

の
よう

な
中

、海
外

留
学

に
代

わ
る

取
組

み
とし

て
、I

CT
の

活
用

に
よ

る
オ

ンラ
イン

で
の

国
際

交
流

を
行

う等
、各

学
校

に
お

い
て

、様
々

な
工

夫
に

より
、生

徒
の

異
文

化
理

解
や

国
際

的
視

野
の

涵
養

に
資

す
る

取
組

み
が

行
わ

れ
て

い
ます

。
ここ

で
は

、各
自

治
体

や
各

学
校

の
IC

Tを
活

用
した

国
際

交
流

の
特

徴
的

な
事

例
を

紹
介

しま
す

。

姉
妹
校
・提
携
校
等

との
国
際
交
流

姉
妹
校
等
以
外
の

学
校
との
国
際
交
流

日
本
在
住
留
学
生

との
国
際
交
流

そ
の
他
様
々
な

国
際
交
流

姉
妹
都
市
提
携
に

基
づ
く国
際
交
流

海
外
の
高
等
教
育

機
関
との
国
際
交
流



【今
後
の
課
題
】

・姉
妹

校
で

は
本

校
との

交
流

の
た

め
に

有
志

生
徒

に
よる

クラ
ブが

発
足

予
定

。今
後

、本
校

に
お

い
て

も
有

志
を募

り、
両

校
生

徒
の

企
画

・運
営

に
よる

オ
ンラ

イン
交

流
・協

働
学

習
を行

う予
定

。

20
13

(平
成

25
)年

3月
オ

ー
ス

トラ
リア

の
私

立
ブリ

ジ
デ

ィー
ン・

カレ
ッジ

と姉
妹

校
協

定
を締

結
。そ

の
後

、修
学

旅
行

で
の

受
け

入
れ

や
ター

ム
留

学
な

ど毎
年

両
校

生
徒

が
互

い
の

学
校

を数
日

～
１

ター
ム

訪
問

・留
学

す
る

国
際

交
流

プロ
グ

ラム
を

実
施

。
20

20
(令

和
2）

年
4月

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

より
、従

来
行

って
い

た
国

際
交

流
プロ

グ
ラム

が
延

期
・中

止
。

同
年

8月
オ

ンラ
イン

に
よる

語
学

研
修

・異
文

化
体

験
研

修
を開

始
。

【経
緯
】

姉
妹

校
（

オ
ー

ス
トラ

リア
）

との
国

際
交

流
プロ

グ
ラム

が
中

止
され

た
代

替
とし

て
、語

学
力

向
上

と異
文

化
交

流
を目

的
に

、オ
ンラ

イン
で

互
い

に
英

語
と日

本
語

を
学

び
合

う語
学

研
修

や
ライ

ブ
で

両
校

の
授

業
を

つ
な

げ
た

共
同

授
業

、更
に

北
半

球
と南

半
球

とい
う地

理
的

な
違

い
に

よ
る

「天
体

の
見

え
方

の
違

い
」や

国
を

超
え

て
の

「S
DG

ｓ
に

対
す

る
取

り組
み

」な
ども

話
し合

い
の

テ
ー

マ
に

含
め

、理
科

や
社

会
で

の
学

び
を深

め
る

取
り組

み
も

行
った

。本
校

か
らは

中
学

3年
生

・高
校

2年
生

の
生

徒
延

べ
67

名
、姉

妹
校

か
らは

高
校

1～
3年

生
延

べ
36

名
が

参
加

した
。

【プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
】

・８
月

：
「自

己
紹

介
」を

中
心

に
「将

来
の

夢
」等

も
話

し合
い

な
が

ら、
互

い
を理

解
す

る
取

り組
み

を行
った

。
・９

月
：

本
校

の
英

語
の

授
業

と姉
妹

校
の

日
本

語
の

授
業

に
よる

共
同

授
業

を行
った

。
・1

1月
：

「北
半

球
と南

半
球

で
の

天
体

の
見

え
方

の
違

い
」「

SD
Gs

に
対

す
る

取
り組

み
」な

ど理
科

や
社

会
の

授
業

で
学

ん
だ

内
容

をテ
ー

マに
含

め
た

学
び

合
い

・意
見

交
換

を行
った

。

【工
夫
した
点
】

・交
流

時
間

を英
語

の
み

・日
本

語
の

み
を話

す
時

間
に

分
け

、互
い

に
語

学
を学

び
合

う時
間

を確
保

。
・小

グ
ル

ー
プを

つ
くり

、１
人

１
人

の
生

徒
が

発
言

で
きる

機
会

を確
保

。
・理

科
や

社
会

の
授

業
で

、そ
の

時
に

扱
って

い
た

分
野

を話
し合

い
の

テ
ー

マに
含

め
、学

び
を

深
め

る
取

り組
み

を行
った

。

姉
妹
校
提
携
に
よ
る
取
組
み
【東
京
都
大
妻
多
摩
中
学
高
等
学
校
】

高
等

学
校

等
に

お
け

る
オ

ンラ
イン

国
際

交
流

の
事

例
～
姉
妹
校
・提
携
校
等
との
国
際
交
流
の
事
例



【プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
】

・
5か

月
に

わ
た

る
プロ

グ
ラム

〇
マレ

ー
シ

アに
関

す
る

講
演

①
地

理
・民

族
、②

教
育

・自
然

〇
マレ

ー
シ

ア長
期

滞
在

経
験

者
に

よる
マレ

ー
シ

ア概
論

の
講

座
〇

課
題

研
究

方
法

講
座

〇
JI

CA
訪

問
〇

ベ
トナ

ム
FP

T高
校

との
交

流
会

・デ
ィス

カッ
シ

ョン
〇

立
命

館
宇

治
高

等
学

校
主

催
第

３
回

全
国

高
校

生
SR

サ
ミッ

トF
O

CU
Sで

の
発

表
〇

文
科

省
主

催
高

校
生

フォ
ー

ラム
で

の
発

表

【工
夫
した
点
】

・長
期

に
わ

た
る

協
働

研
究

だ
った

の
で

、適
宜

、担
当

者
に

よる
面

接
を行

い
、モ

チ
ベ

ー
シ

ョン
や

方
向

性
の

確
認

、困
って

い
る

こと
が

な
い

か
な

どチ
ェッ

クを
行

った
。

【今
後
の
課
題
】

・実
施

期
間

や
協

働
研

究
の

レベ
ル

の
向

上
、語

学
力

の
向

上
な

どが
課

題
とな

って
い

る
。

20
19

（
令

和
元

）
年

7月
SG

Hク
ラブ

研
究

班
の

14
名

が
課

題
研

究
の

フィ
ー

ル
ドワ

ー
クと

して
マレ

ー
シ

ア
クチ

ン
を

訪
れ

た
際

、セ
ン

トテ
レ

サ
校

と交
流

を
行

った
。

20
20

（
令

和
2）

年
7月

佐
野

高
校

・セ
ント

テ
レサ

校
国

際
協

働
研

究
オ

ンラ
イン

オ
ー

プニ
ング

セ
レ

モニ
ー

20
20

（
令

和
2）

年
7月

～
12

月
協

働
研

究
実

施
（

5か
月

間
）

20
20

（
令

和
2）

年
12

月
佐

野
高

校
・セ

ント
テ

レサ
校

オ
ンラ

イン
合

同
最

終
発

表
会

【経
緯
】

今
年

度
は

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、海
外

フィ
ー

ル
ドワ

ー
クを

実
施

す
る

こと
が

で
き

な
か

った
。そ

こで
、昨

年
度

訪
問

した
マ

レ
ー

シ
アの

クチ
ンに

あ
る

セ
ン

ト・
テ

レ
サ

・セ
カン

ダリ
ー

・ス
クー

ル
の

生
徒

とオ
ンラ

イン
で

国
際

協
働

課
題

研
究

を
行

うこ
とと

した
。佐

野
高

校
か

ら3
名

セ
ン

ト・
テ

レサ
校

か
ら3

名
の

6名
で

1グ
ル

ー
プと

し、
全

部
で

5グ
ル

ー
プ

作
成

した
。世

界
の

「共
通

言
語

」と
も

言
え

る
SD

Gs
を

達
成

す
る

た
め

に
、

各
グ

ル
ー

プ
で

研
究

テ
ー

マ
を設

定
し、

週
1回

程
度

SN
S等

を用
い

英
語

で
デ

ィス
カッ

シ
ョン

した
。2

02
0（

令
和

2)
年

の
7月

に
協

働
研

究
を

開
始

し、
約

5か
月

間
に

渡
って

議
論

を重
ね

、1
2月

に
最

終
発

表
を

行
った

。

海
外
中
等
学
校
との
連
携
に
よ
る
取
り組
み
【栃
木
県
立
佐
野
高
等
学
校
】

高
等

学
校

等
に

お
け

る
オ

ンラ
イン

国
際

交
流

の
事

例
～
姉
妹
校
等
以
外
の
学
校
との
国
際
交
流
の
事
例

10



【プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
】

・3
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
Ha

rv
ar

d 
Ta

lk
 S

es
sio

n：
ハ

ー
バ

ー
ド大

学
生

とオ
ンラ

イン
で

意
見

交
換

。
海

外
大

学
生

と直
接

対
話

す
る

こと
で

、
異

文
化

理
解

と学
び

の
方

法
を知

る
。

○
O

nl
in

e 
HB

Sワ
ー

クシ
ョッ

プ：
ハ

ー
バ

ー
ド大

学
卒

業
生

が
、C

on
fo

rm
ity

（
順

応
性

）
と過

労
死

問
題

に
つ

い
て

ワー
クシ

ョッ
プを

実
施

。
○

JA
AC

（
日

本
学

術
セ

ンタ
ー

）
ワー

クシ
ョッ

プ：
日

本
在

住
の

オ
ー

ス
トラ

リア
人

、エ
ジ

プト
人

、シ
エラ

レオ
ネ

人
、オ

ラン
ダ人

の
講

師
を招

聘
。

対
面

で
４

つ
の

ワー
クシ

ョッ
プを

英
語

で
実

施
。（

Ho
w

 s
ho

ul
d 

w
e 

ev
al

ua
te

 s
tu

de
nt

s?
 /

 
Ar

t a
s 

Ac
tiv

ism
 /

 E
gy

pt
ia

n 
Hi

er
og

ly
ph

s 
/ 

SG
Ds

 in
 J

ap
an

)
【工
夫
した
点
】

・1
学

年
（

６
クラ

ス
24

0名
）

全
員

が
３

日
間

で
全

て
の

プロ
グ

ラム
を体

験
。全

員
が

参
加

す
る

こと
で

、「
信

州
グ

ロー
バ

ル
ハ

イス
クー

ル
」実

践
校

1年
目

の
ミッ

シ
ョン

を遂
行

し、
英

語
力

向
上

だ
け

で
な

く、
各

自
の

将
来

の
キ

ャリ
アに

つ
い

て
考

え
る

機
会

とし
た

。
・最

終
日

に
は

、3
日

間
の

学
習

の
成

果
とし

て
、地

元
を紹

介
す

る
プレ

ゼ
ンテ

ー
シ

ョン
を各

Ｈ
Ｒ

で
実

施
。

・オ
ンラ

イン
の

メリ
ット

を生
か

し、
ハ

ー
バ

ー
ド大

学
学

生
とラ

イブ
で

デ
ィス

カッ
シ

ョン
す

る
こと

で
、実

践
的

な
英

語
力

の
向

上
とグ

ロー
バ

ル
な

視
点

の
涵

養
を図

った
。

【今
後
の
課
題
】

・事
前

学
習

の
あ

りか
た

と、
授

業
や

実
施

学
年

との
連

携
。経

費
。

20
18

年
～

文
部

科
学

省
「国

際
文

化
交

流
促

進
費

」補
助

事
業

に
より

学
校

主
催

海
外

研
修

開
始

(マ
ル

タ共
和

国
、シ

ンガ
ポ

ー
ル

共
和

国
)

20
19

年
～

長
野

県
サ

イエ
ンス

アソ
シ

エー
シ

ョン
プロ

ジ
ェク

トに
より

学
校

主
催

海
外

研
修

開
始

（
ス

リラ
ン

カ民
主

社
会

主
義

共
和

国
、タ

イ王
国

）
20

20
年

4月
１

日
長

野
県

教
育

委
員

会
より

「未
来

の
学

校
：

信
州

に
根

差
した

グ
ロー

バ
ル

な
学

び
を

推
進

す
る

高
校

」実
践

校
とし

て
指

定
を

受
け

る
。

同
年

11
月

25
～

27
日

「須
坂

アカ
デ

ミッ
クチ

ャレ
ンジ

w
ith

 H
ar

va
rd

 S
tu

de
nt

s 
20

20
」を

開
催

。成
果

と反
省

を
生

か
し、

来
年

度
は

1・
2年

生
で

実
施

予
定

。

【経
緯
】

イギ
リス

か
らの

講
師

を
招

聘
し、

３
日

間
英

語
漬

け
で

学
習

をす
る

「E
ng

lis
h 

in
 A

ct
io

n」
が

中
止

とな
った

。そ
の

代
替

とし
て

、オ
ンラ

イン
と対

面
の

ハ
イブ

リッ
トに

よ
る

、1
学

年
全

員
（

24
0名

）
が

３
日

間
英

語
漬

け
で

学
習

を
す

る
「須

坂
アカ

デ
ミッ

クチ
ャレ

ン
ジ

w
ith

 H
ar

va
rd

 S
tu

de
nt

s
20

20
」を

実
施

。オ
ンラ

イン
の

強
み

を生
か

し海
外

と教
室

を直
接

結
ぶ

一
方

、対
面

授
業

で
は

多
様

な
国

籍
の

イン
ス

トラ
クタ

ー
に

よ
る

ワー
クシ

ョッ
プ

で
生

の
英

語
を

体
験

。多
様

な
価

値
観

に
直

接
触

れ
る

こと
で

、グ
ロー

バ
ル

な
視

点
とク

リテ
ィカ

ル
な

思
考

を養
い

、英
語

力
とコ

ミュ
ニケ

ー
シ

ョン
能

力
の

向
上

、海
外

留
学

へ
の

意
識

の
向

上
を図

った
。

海
外
の
大
学
との
連
携
に
よ
る
取
組
み
【長
野
県
須
坂
高
等
学
校
】

高
等

学
校

等
に

お
け

る
オ

ンラ
イン

国
際

交
流

の
事

例
～
海
外
の
高
等
教
育
機
関
との
国
際
交
流
の
事
例



【プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
】

・３
日

間
の

英
語

に
よる

アク
テ

ィブ
・ラ

ー
ニン

グ
型

プロ
グ

ラム
○

Ex
pl

or
e 

th
e 

W
or

ld
：

複
数

の
グ

ル
ー

プリ
ー

ダー
（

国
内

留
学

生
）

の
出

身
国

の
文

化
や

生
活

、国
旗

の
意

味
な

どを
学

ぶ
○

O
pi

ni
on

 E
xc

ha
ng

e
: 

“W
ha

t a
re

 th
e 

at
tr

ac
tio

ns
 a

nd
 c

ha
lle

ng
es

 o
f g

lo
ba

l s
oc

ie
ty

?”
をテ

ー
マに

グ
ル

ー
プ協

議
○

Am
az

in
g 

Ja
pa

n 
: 

徳
島

の
魅

力
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プリ
ー

ダー
に

プレ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

○
Fl

ag
 m

ak
in

g 
& 

Gr
ou

p 
pr

es
en

ta
tio

n 
: 

“D
es

ig
n 

O
ur

 Id
ea

l F
ut

ur
e”

をテ
ー

マに
理

想
の

世
界

を表
す

旗
の

作
成

と、
その

実
現

の
た

め
の

アク
シ

ョン
・プ

ラン
をグ

ル
ー

プご
とに

プレ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

・異
文

化
交

流
と阿

波
文

化
体

験
：

地
元

大
学

に
在

籍
して

い
る

留
学

生
をゲ

ス
トに

迎
え

、座
談

会
形

式
で

交
流

と阿
波

踊
り体

験
。

※
参

加
者

アン
ケ

ー
トに

よる
と、

チ
ャレ

ンジ
精

神
や

外
向

き
思

考
に

関
して

キ
ャン

プ後
に

は
大

きく
数

値
が

向
上

して
お

り、
「グ

ル
ー

プリ
ー

ダー
や

留
学

生
の

よう
に

夢
や

情
熱

を持
って

何
に

で
も

挑
戦

した
い

」と
い

った
感

想
が

寄
せ

られ
た

。

【工
夫
した
点
】

・ネ
ット

ワー
ク環

境
担

当
者

を常
駐

させ
て

シ
ス

テ
ム

管
理

・パ
ソコ

ン＋
ス

ピー
カー

フォ
ンを

使
った

班
活

動
とス

クリ
ー

ン
を使

った
全

体
会

・県
内

の
留

学
生

も
参

加
し、

生
徒

が
直

接
外

国
人

と交
流

す
る

機
会

を提
供

・小
グ

ル
ー

プで
生

徒
が

発
言

で
きる

機
会

を確
保

【今
後
の
課
題
】

・オ
ンラ

イン
な

らで
は

の
良

さや
特

徴
を活

か
した

プロ
グ

ラム
の

開
発

令
和

元
年

８
月

「徳
島

グ
ロー

バ
ル

キ
ャン

プ」
（

西
部

通
学

型
５

日
間

/南
部

宿
泊

型
６

泊
７

日
）

を
実

施
。海

外
大

学
生

を招
聘

し、
小

グ
ル

ー
プ

で
の

ア
クテ

ィブ
・ラ

ー
ニン

グ
型

英
語

プロ
グ

ラム
と地

域
文

化
体

験
学

習
，

社
会

人
との

座
談

会
等

を
行

った
。

令
和

２
年

５
月

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
に

より
、従

来
実

施
して

い
た

「徳
島

グ
ロー

バ
ル

キ
ャン

プ
」の

実
施

方
法

に
つ

い
て

見
直

しを
検

討
。

オ
ンラ

イン
を活

用
す

る
こと

とし
、生

徒
募

集
は

県
内

の
感

染
状

況
を見

な
が

ら９
月

に
行

うこ
とと

した
。

同
年

１
２

月
オ

ンラ
イン

・オ
フラ

イン
の

ハ
イブ

リッ
ド型

「徳
島

グ
ロー

バ
ル

キ
ャン

プ」
実

施

【経
緯
】

県
主

催
の

英
語

学
習

・異
文

化
体

験
プ

ログ
ラム

で
あ

る
宿

泊
を

伴
う「

徳
島

グ
ロー

バ
ル

キ
ャン

プ
」の

実
施

が
難

しく
な

った
た

め
、そ

の
代

替
と

して
、日

本
の

大
学

に
留

学
中

の
海

外
か

らの
大

学
生

を
活

用
して

、オ
ンラ

イン
に

よる
プ

ログ
ラム

（
英

語
に

よ
る

ア
クテ

ィブ
・ラ

ー
ニン

グ
型

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
）

とオ
フラ

イン
に

よる
異

文
化

交
流

会
を組

み
合

わ
せ

て
実

施
。県

内
の

高
校

生
３

９
名

が
参

加
し、

20
20

年
（

令
和

２
年

）
12

月
に

３
日

間
（

オ
ンラ

イン
は

１
日

あ
た

り３
時

間
程

度
）

の
日

程
で

実
施

。

高
等

学
校

等
に

お
け

る
オ

ンラ
イン

国
際

交
流

の
事

例
～
日
本
在
住
留
学
生
との
国
際
交
流
の
事
例

オ
ン
ラ
イ
ン
・オ
フラ
イ
ン
を
活
用
した
ハ
イ
ブ
リッ
ド型
の
取
組
み
【徳
島
県
教
育
委
員
会
】



【プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
】

・ホ
ス

ト期
間

とゲ
ス

ト期
間

を設
定

し、
それ

ぞ
れ

４
週

間
を１

単
位

とし
て

、平
日

と週
末

の
週

２
回

、全
体

で
16

回
の

オ
ンラ

イン
交

流
を実

施
。

・使
用

言
語

は
、英

語
及

び
日

本
語

。基
本

的
に

は
、ホ

ス
ト側

の
母

国
語

を交
流

言
語

とし
て

使
用

。
・北

海
道

の
生

徒
は

、平
日

は
学

校
で

、休
日

は
生

徒
の

自
宅

で
交

流
。学

校
に

お
け

る
交

流
で

は
、北

海
道

の
教

員
が

双
方

の
生

徒
の

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

をサ
ポ

ー
ト。

【工
夫
した
点
】

・ア
ル

バ
ー

タ州
教

育
省

と協
力

して
交

流
テ

ー
マの

リス
トを

作
成

。生
徒

が
リス

トか
ら事

前
に

テ
ー

マを
選

択
す

る
こと

で
、コ

ミュ
ニケ

ー
シ

ョン
の

活
性

化
を図

った
。

・道
教

委
とア

ル
バ

ー
タ州

教
育

省
の

職
員

が
ファ

シ
リテ

ー
ター

とな
り、

プロ
グ

ラム
開

始
前

に
パ

ー
トナ

ー
同

士
の

事
前

交
流

会
を実

施
。円

滑
な

交
流

の
実

現
に

向
け

て
、生

徒
の

不
安

や
緊

張
を取

り除
く機

会
を設

定
し、

良
好

な
人

間
関

係
の

構
築

を図
った

。

【今
後
の
課
題
】

・参
加

生
徒

及
び

担
当

教
員

を対
象

とし
た

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
ス

キ
ル

の
向

上
に

資
す

る
研

修
の

実
施

・生
徒

の
資

質
・能

力
の

育
成

に
向

け
た

交
流

内
容

の
検

証
及

び
事

業
の

改
善

19
80

（
昭

和
55

）
年

10
月

北
海

道
とカ

ナ
ダ・

アル
バ

ー
タ州

の
姉

妹
提

携
の

調
印

式
を

施
行

。
19

94
（

平
成

6）
年

６
月

北
海

道
・ア

ル
バ

ー
タ州

高
校

生
交

換
留

学
促

進
事

業
に

係
る

参
加

生
徒

の
募

集
を開

始
。（

以
降

、各
年

５
～

10
人

を相
互

に
派

遣
。2

01
9年

まで
に

20
8名

を派
遣

）
同

年
10

月
新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
より

、2
02

0（
令

和
２

）
年

度
の

交
換

留
学

事
業

の
中

止
を

決
定

。同
時

に
、

代
替

事
業

とし
て

、オ
ンラ

イン
交

流
の

実
施

を決
定

。
同

年
11

月
～

12
月

第
１

期
オ

ンラ
イン

交
流

プロ
グ

ラム
を実

施
。

20
21

（
令

和
３

）
年

１
月

～
２

月
第

２
期

オ
ンラ

イン
交

流
プロ

グ
ラム

を実
施

。

【経
緯
】

道
教

委
とカ

ナ
ダ・

アル
バ

ー
タ州

教
育

省
が

主
催

す
る

高
校

生
の

交
換

留
学

事
業

に
お

い
て

、生
徒

の
相

互
派

遣
が

実
施

で
き

な
くな

った
た

め
、

代
替

事
業

とし
て

、派
遣

を
予

定
して

い
た

生
徒

９
名

を
対

象
に

、交
換

留
学

の
パ

ー
トナ

ー
とビ

デ
オ

会
議

ツー
ル

を活
用

した
オ

ンラ
イン

交
流

を
実

施
した

。

海
外
の
教
育
機
関
との
連
携
に
よ
る
取
組
み
【北
海
道
教
育
委
員
会
】

高
等

学
校

等
に

お
け

る
オ

ンラ
イン

国
際

交
流

の
事

例
～
姉
妹
都
市
提
携
に
基
づ
く国
際
交
流
の
事
例



【プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
】

（
１

）
オ

ンラ
イン

国
際

理
解

セ
ミナ

ー
・参

加
希

望
生

徒
（

37
名

）
、卒

業
生

（
1名

）
・講

師
パ

ル
シ

ック
東

テ
ィモ

ー
ル

事
務

所
代

表
・内

容
東

テ
ィモ

ー
ル

の
地

理
・歴

史
、N

GO
に

よる
支

援
活

動
、東

テ
ィモ

ー
ル

の
CO

VI
D

-1
9対

策
・進

行
報

告
講

演
、質

疑
応

答
、グ

ル
ー

プデ
ィス

カッ
シ

ョン
、発

表
（

２
）

フェ
アト

レー
ド商

品
販

売
会

・事
前

講
師

を招
聘

して
勉

強
会

を実
施

、啓
蒙

パ
ンフ

レッ
トを

作
成

して
各

クラ
ス

に
配

付
した

。
・商

品
パ

ル
シ

ック
をふ

くむ
数

団
体

か
ら、

コー
ヒー

、紅
茶

、チ
ョコ

レー
トな

ど食
品

・雑
貨

を仕
入

れ
た

。
・販

売
生

徒
・職

員
対

象
に

平
日

の
昼

休
み

に
５

日
間

に
わ

た
り開

催
、売

上
金

は
国

際
協

力
団

体
に

寄
附

した
。

【工
夫
した
点
】

・国
際

理
解

セ
ミナ

ー
は

、①
登

校
して

の
参

加
、②

オ
ンラ

イン
参

加
、ど

ち
らで

も
可

能
な

態
勢

をと
った

。
・パ

ル
シ

ック
が

生
産

支
援

す
る

コー
ヒー

や
ハ

ー
ブテ

ィー
を試

飲
す

る
な

ど、
体

験
の

要
素

を取
り入

れ
た

。
・学

年
をま

た
ぐグ

ル
ー

プを
編

制
して

デ
ィス

カッ
シ

ョン
し、

３
年

生
の

リー
ドで

議
論

の
活

性
化

を図
った

。
・教

員
と生

徒
が

協
議

しな
が

ら企
画

を進
め

る
こと

で
、生

徒
の

主
体

性
・協

働
性

を引
き出

そう
とし

た
。

【今
後
の
課
題
】

・希
望

者
や

委
員

会
生

徒
が

中
心

の
課

外
活

動
で

あ
った

。今
後

は
学

年
・学

校
全

体
へ

広
げ

て
い

きた
い

。

20
15

年
（

平
成

27
年

）
～

ス
ー

パ
ー

グ
ロー

バ
ル

ハ
イス

クー
ル

事
業

の
プロ

グ
ラム

開
発

で
連

携
20

16
年

～
20

19
年

、夏
季

休
業

中
に

マレ
ー

シ
ア・

フィ
ー

ル
ドワ

ー
クを

実
施

その
他

に
も

講
演

会
（

課
題

研
究

）
や

文
化

祭
で

の
フェ

アト
レー

ド商
品

販
売

な
ど、

連
携

を
広

め
る

20
18

年
（

平
成

30
年

）
1月

JI
CA

（
地

球
ひ

ろ
ば

セ
ミナ

ー
）

に
て

連
携

の
実

践
事

例
を共

同
報

告

20
20

年
（

令
和

2年
）

8月
オ

ンラ
イン

国
際

理
解

セ
ミナ

ー

20
20

年
（

令
和

2年
）

11
月

フェ
アト

レー
ド商

品
販

売
会

【経
緯
】

（
１

）
特

定
非

営
利

活
動

法
人

パ
ル

シ
ック

と連
携

し、
東

テ
ィモ

ー
ル

現
地

ス
タッ

フと
つ

な
い

だ
国

際
理

解
セ

ミナ
ー

を
企

画
した

。参
加

希
望

者
を募

り、
夏

季
休

業
中

に
実

施
、当

日
は

登
校

参
加

・オ
ンラ

イン
参

加
の

双
方

が
あ

った
。現

地
か

らは
東

テ
ィモ

ー
ル

の
歴

史
や

、コ
ー

ヒー
生

産
者

支
援

活
動

な
どに

つ
い

て
報

告
して

い
た

だ
き、

それ
に

つ
づ

く活
発

な
質

疑
応

答
とデ

ィス
カッ

シ
ョン

で
理

解
が

深
ま

った
。そ

の
後

、（
２

）
文

化
祭

（
例

年
、フ

ェア
トレ

ー
ド商

品
を

販
売

して
い

た
）

が
中

止
に

な
った

代
替

とし
て

、国
際

交
流

委
員

会
（

生
徒

）
が

主
体

とな
って

フェ
アト

レ
ー

ド商
品

販
売

会
を企

画
した

。平
日

の
昼

休
み

に
５

日
間

に
わ

た
り、

パ
ル

シ
ック

の
東

テ
ィモ

ー
ル

産
コー

ヒー
をは

じめ
各

種
フェ

アト
レー

ド商
品

を販
売

、あ
わ

せ
て

啓
蒙

活
動

・募
金

活
動

を実
施

した
。

他
機
関
との
連
携
に
よ
る
取
組
み
【千
葉
県
立
成
田
国
際
高
等
学
校
】

高
等

学
校

等
に

お
け

る
オ

ンラ
イン

国
際

交
流

の
事

例
～

その
他

様
々

な
国

際
交

流
の

事
例



【プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
】

•
テ

ー
マ：

M
en

ta
l H

ea
lth

(心
の

健
康

）

•
準

備
：

各
校

ご
とに

代
表

3人
が

英
語

で
の

学
校

紹
介

ビデ
オ

作
成

な
らび

に
M

en
ta

l H
ea

lth
の

各
校

の
取

組
み

の
リサ

ー
チ

と自
分

た
ち

が
で

きる
こと

の
模

索
をす

る
。オ

ンラ
イン

・ワ
ー

クシ
ョッ

プは
、第

1回
が

慶
應

志
木

高
の

文
化

祭
、第

2回
が

学
習

院
高

等
科

の
文

化
祭

の
中

で
行

わ
れ

た
。

•
第

1回
オ

ンラ
イン

・ワ
ー

クシ
ョッ

プ：
慶

應
志

木
高

が
主

幹
に

な
り、

①
三

校
の

学
校

紹
介

ビデ
オ

(英
語

)上
映

、②
各

校
の

取
組

み
の

概
要

を英
語

で
説

明
。S

GL
I経

験
者

の
大

学
生

も
オ

ンラ
イン

で
ハ

ワイ
と横

浜
か

ら参
加

。

•
第

2回
オ

ンラ
イン

・ワ
ー

クシ
ョッ

プ：
学

習
院

高
等

科
が

主
幹

に
な

り、
①

第
1回

の
ふ

りか
え

り、
②

各
校

の
メン

タル
ヘ

ル
ス

に
つ

い
て

の
取

組
み

を英
語

で
プレ

ゼ
ンテ

ー
シ

ョン
し、

オ
ンラ

イン
に

よる
ハ

ワイ
とサ

ンフ
ラン

シ
ス

コの
ゲ

ス
トか

ら
コメ

ント
や

質
問

をい
た

だ
く。

【工
夫
した
点
】

•
第

2回
オ

ンラ
イン

・ワ
ー

クシ
ョッ

プで
は

、ハ
ワイ

とサ
ンフ

ラン
シ

ス
コを

イン
ター

ネ
ット

で
つ

な
ぎ

、S
GL

Iの
元

事
務

局
長

や
SG

LI
経

験
者

二
人

に
も

参
加

して
い

た
だ

き、
コメ

ント
をい

た
だ

い
た

。学
習

院
高

等
科

文
化

祭
で

は
感

染
対

策
を講

じて
オ

ンラ
イン

と対
面

の
ハ

イブ
リッ

ドで
行

った
。

【今
後
の
課
題
】

•
来

年
度

も
SG

LI
は

中
止

に
な

る
可

能
性

が
あ

り、
参

加
予

定
校

に
声

をか
け

て
オ

ンラ
イン

・ワ
ー

クシ
ョッ

プを
計

画
す

る
。

【経
緯
】

ハ
ワイ

州
プナ

ホ
ウ・

ス
クー

ル
主

催
の

SG
LI

 (
St

ud
en

t G
lo

ba
l L

ea
de

rs
hi

p 
In

st
itu

te
) 2

02
0が

、C
O

VI
D

-1
9の

影
響

に
より

開
催

中
止

に
な

った
た

め
、参

加
予

定
校

だ
った

慶
應

志
木

高
等

学
校

、福
井

高
等

学
校

と連
携

して
、ビ

デ
オ

会
議

に
よる

オ
ンラ

イン
・ワ

ー
クシ

ョッ
プを

2回
開

催
した

。
SG

LI
20

20
の

テ
ー

マ「
健

康
（

とく
に

メン
タル

ヘ
ル

ス
)」

に
つ

い
て

各
校

代
表

の
3人

が
取

組
み

を英
語

で
プレ

ゼ
ンテ

ー
シ

ョン
し、

その
後

全
体

で
意

見
交

換
等

を実
施

。 20
12

(平
成

24
年

）
学

習
院

高
等

科
が

SG
LI

に
参

加
を始

め
る

。以
降

、毎
年

参
加

20
20

(令
和

2年
)3

月
SG

LI
20

20
中

止
の

知
らせ

を受
け

て
、生

徒
、担

当
者

で
代

替
案

を
模

索
開

始
同

年
10

月
23

日
と3

0日
オ

ンラ
イン

・ワ
ー

クシ
ョッ

プ実
施

グ
ロ
ー
バ
ル
・リ
ー
ダ
ー
シ
ップ
養
成
研
修
代
替
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
の
取
組
み
【学
習
院
高
等
科
】

高
等

学
校

等
に

お
け

る
オ

ンラ
イン

国
際

交
流

の
事

例
～

その
他

様
々

な
国

際
交

流
の

事
例



【プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
】

•各
セ

ッシ
ョン

は
約

60
分

間
とし

、A
SF

ス
タッ

フの
進

行
に

よっ
て

生
徒

に
よる

プレ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

・質
疑

応
答

・情
報

交
換

な
どを

行
った

。
•事

前
の

プレ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

準
備

とし
て

、意
見

交
換

をし
な

が
ら生

徒
自

身
で

ス
ライ

ドや
原

稿
を作

成
した

。使
用

言
語

は
英

語
。

•各
セ

ッシ
ョン

の
テ

ー
マ：

①
サ

ビエ
ル

高
校

の
紹

介
、②

サ
ビエ

ル
寮

の
紹

介
、③

留
学

生
に

よる
各

国
紹

介
と生

徒
に

よる
W

el
co

m
e

Sp
ee

ch
、④

⑤
生

徒
に

よる
サ

ビエ
ル

高
校

の
新

しい
生

活
様

式
紹

介
とA

SF
ス

タッ
フに

よる
日

本
の

食
事

マナ
ー

の
紹

介
。

【工
夫
した
点
】

•過
去

２
年

間
に

同
プロ

ジ
ェク

トで
本

校
に

留
学

して
い

た
生

徒
に

も
参

加
を呼

び
か

け
、交

流
の

場
を

広
げ

た
。

•留
学

生
の

来
日

前
の

不
安

を減
らし

、本
校

生
徒

が
留

学
生

の
受

け
入

れ
を実

感
で

きる
よう

、生
徒

の
意

見
も

聞
きな

が
らセ

ッシ
ョン

内
容

の
改

善
を重

ね
た

。
•生

徒
同

士
の

交
流

が
深

まる
よう

、質
疑

応
答

の
時

間
を積

極
的

に
設

け
た

。

【今
後
の
課
題
】

•自
宅

等
で

オ
ンラ

イン
セ

ッシ
ョン

に
参

加
す

る
生

徒
へ

の
支

援
。

•次
年

度
以

降
の

来
日

前
オ

ンラ
イン

セ
ッシ

ョン
の

実
施

を企
画

。

20
19

年
AF

Sと
「ア

ジ
ア高

校
生

架
け

橋
プロ

ジ
ェク

ト」
に

よる
留

学
生

を受
け

入
れ

る
こと

に
合

意
。

20
20

年
3月

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

より
、同

プロ
ジ

ェク
トの

留
学

生
来

日
の

延
期

決
定

。
同

年
6月

AF
Sよ

りビ
デ

オ
会

議
ツー

ル
を活

用
した

オ
ンラ

イン
で

の
留

学
生

との
交

流
が

提
案

され
、参

加
決

定
。

参
加

生
徒

の
募

集
開

始
。

同
年

8月
～

11
月

オ
ンラ

イン
セ

ッシ
ョン

実
施

【経
緯
】

本
校

に
は

文
科

省
補

助
事

業
とし

て
AF

Sが
実

施
す

る
「ア

ジ
ア高

校
生

架
け

橋
プロ

ジ
ェク

ト」
で

来
日

した
生

徒
が

留
学

して
い

る
が

、彼
女

た
ち

の
来

日
は

年
度

初
め

の
予

定
か

ら約
半

年
間

延
期

され
た

。そ
こで

来
日

前
か

ら交
流

を深
め

る
た

め
、A

FS
主

催
の

オ
ンラ

イン
ミー

テ
ィン

グ
を活

用
し、

生
徒

に
よる

学
校

の
紹

介
や

お
互

い
の

国
紹

介
な

どの
セ

ッシ
ョン

を実
施

した
。セ

ッシ
ョン

は
20

20
年

8月
～

11
月

不
定

期
に

計
5回

実
施

、
AF

Sス
タッ

フが
ファ

シ
リテ

ー
ター

とな
り、

本
校

生
徒

の
べ

54
人

と今
年

度
来

日
した

留
学

生
5か

国
6名

、前
年

度
まで

に
同

プロ
ジ

ェク
トで

留
学

して
い

た
６

名
が

参
加

した
。

他
機
関
との
連
携
に
よ
る
取
組
み
【山
口
県
サ
ビエ
ル
高
等
学
校
】

高
等

学
校

等
に

お
け

る
オ

ンラ
イン

国
際

交
流

の
事

例
～

その
他

様
々

な
国

際
交

流
の

事
例



【工
夫
した
点
】

〇
山

江
村

教
育

委
員

会
の

協
力

で
山

江
中

学
校

とZ
O

O
M

をつ
な

い
だ

。３
か

月
前

に
依

頼
した

こと
で

準
備

の
時

間
を十

分
とる

こ
とが

で
きた

。A
LT

に
よる

工
夫

を凝
らし

た
パ

ワー
ポ

イン
トが

とて
も

素
晴

らし
く、

生
徒

の
興

味
を引

い
た

。
〇

プレ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

で
は

８
テ

ー
マ（

Hi
st

or
y,

 C
am

pu
s 

To
ur

 等
）

か
ら選

び
、作

成
に

は
英

語
、情

報
の

授
業

や
LH

Rを
活

用
した

。G
O

O
GL

E 
SL

ID
E 

で
作

成
し、

生
徒

同
士

で
同

時
に

作
業

が
で

きる
よう

に
す

る
こと

で
効

率
的

に
作

業
が

で
きた

。
アメ

リカ
との

時
差

を配
慮

し、
プレ

ゼ
ンテ

ー
シ

ョン
は

現
地

の
19

時
過

ぎ
を目

安
に

設
定

す
る

こと
で

、本
校

AL
Tの

友
人

が
審

査
員

とし
て

参
加

して
くれ

た
。

〇
実

際
に

シ
ンガ

ポ
ー

ル
とつ

な
ぐこ

とに
より

、現
地

在
住

の
日

本
人

の
説

明
を聞

き、
シ

ンガ
ポ

ー
ル

に
つ

い
て

質
問

す
る

こと
が

で
きた

。

【今
後
の
課
題
】

〇
IC

T機
器

の
接

続
不

良
で

ス
ム

ー
ズ

に
ZO

O
M

が
繋

げ
な

か
った

こと
も

あ
り、

IC
T接

続
等

に
詳

しい
先

生
に

協
力

を仰
ぐ必

要
が

あ
る

。
〇

教
科

間
の

連
携

が
必

要
。英

語
の

授
業

だ
け

で
は

準
備

不
足

。

20
20

年
（

令
和

２
年

）
７

月
新

型
コロ

ナ
感

染
症

の
影

響
に

より
イン

グ
リッ

シ
ュキ

ャン
プの

中
止

決
定

。イ
ン

グ
リッ

シ
ュ・

デ
ィに

縮
小

。
20

20
年

（
令

和
２

年
）

９
月

山
江

村
教

育
委

員
会

へ
AL

Tの
協

力
依

頼
。シ

ンガ
ポ

ー
ル

在
住

の
旅

行
会

社
ス

タッ
フへ

の
協

力
依

頼
。

20
20

年
（

令
和

２
年

）
11

月
本

校
AL

Tの
友

人
に

ZO
O

M
に

よる
交

流
の

協
力

依
頼

。W
ES

T 
Hi

gh
 P

re
se

nt
at

io
n作

成
開

始
。

20
20

年
（

令
和

２
年

）
12

月
イン

グ
リッ

シ
ュ・

デ
ィ実

施
。

【経
緯
】

令
和

２
年

度
に

開
設

され
た

サ
イエ

ン
ス

情
報

科
で

は
グ

ロー
バ

ル
人

材
育

成
の

一
環

とし
て

、１
年

次
に

イン
グ

リッ
シ

ュキ
ャン

プ、
２

年
次

に
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
へ

の
修

学
旅

行
を

計
画

して
い

る
。本

年
度

は
校

外
で

の
キ

ャン
プが

中
止

とな
った

た
め

、1
2月

４
日

（
金

）
に

校
内

で
イン

グ
リッ

シ
ュ・

デ
ィを

開
催

し
た

。個
々

の
英

語
力

の
向

上
とシ

ンガ
ポ

ー
ル

に
つ

い
て

の
知

識
を深

め
る

た
め

、Z
O

O
M

を活
用

し、
県

内
AL

Tや
本

校
AL

Tの
協

力
を得

て
実

施
した

。

【プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
】

〇
Si

ng
ap

or
e 

Le
ss

on
１

:シ
ンガ

ポ
ー

ル
出

身
の

AL
T（

山
江

村
教

育
委

員
会

所
属

）
に

よる
パ

ワー
ポ

イン
トを

使
用

した
シ

ンガ
ポ

ー
ル

に
つ

い
て

の
授

業
。

〇
W

ES
T 

Hi
gh

 P
re

se
nt

at
io

n:
40

名
の

生
徒

を8
班

に
分

け
、熊

本
西

高
等

学
校

紹
介

を英
語

で
実

施
。

審
査

員
は

本
校

Ａ
Ｌ

Ｔ
の

友
人

（
アメ

リカ
在

住
・８

名
）

。
〇

Si
ng

ap
or

e 
Le

ss
on

２
:現

地
旅

行
会

社
ス

タッ
フに

よる
シ

ンガ
ポ

ー
ル

案
内

。

イ
ン
グ
リッ
シ
ュ・
デ
ィの
取
り組
み
（
サ
イ
エ
ン
ス
情
報
科
１
年
）
【熊
本
県
立
熊
本
西
高
等
学
校
】

高
等

学
校

等
に

お
け

る
オ

ンラ
イン

国
際

交
流

の
事

例
～

その
他

様
々

な
国

際
交

流
の

事
例


